
令和元年度中学生チャレンジテスト
（第３学年）結果について

柏原市教育委員会



１．調　査　目　的
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

２．調　査　概　要

（１） 調査日 令和元年６月１９日（水）

（２） 対象学年 中学校第３学年全生徒

（３） 調査内容 国語・社会・数学・理科・英語・アンケート調査

★調査問題掲載先

URL : http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/challenge/challenge-01-mondai.html

大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することにより、
大阪の生徒の課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証
し、その改善を図る。

大阪府教育委員会が、調査結果を活用し、大阪府公立高等学校入学者選抜
における評定の公平性の担保に資する資料を作成し、市町村教育委員会及び
学校に提供する。

市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課
題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図ると
ともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立
する。

学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。

生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、自らの学
力に目標を持ち、また、その向上への意欲を高める。



３－１．国語科調査結果

柏原市 大阪府

4 43.6 43.4

6 53.3 53.7

11 53.5 53.7

15 62.7 62.5

－ － －

4 43.6 43.4

6 53.3 53.7 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立する。

11 53.5 53.7

15 62.7 62.5

15 62.5 62.5

13 56.9 57.7

2 28.6 27.0

※　○印：成果　　　▼印：課題

質問番号

国語（１）

質問番号

国語（１）

質問番号

国語（１）

分類 区分
対象設

問数(問)

正答率

平均正答率(％)
柏原市 56.9
大阪府 57.1

★同一生徒集団の経年比較（平成29年度～令和元年度）

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

学習指導要領の領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

平成29年度
（1年次）

平成30年度
（2年次）

令和元年度
（3年次）

　　　　質問事項

国語の授業の内容はよく分かる。

　　　　質問事項

　　　　質問事項

国語の授業の内容はよく分かる。

国語の授業の内容はよく分かる。

○記述式の問題の正答率が大阪府平均を上回った。

○学習指導要領の領域等において「話すこと・聞くこと」「伝統的な

言語文化と国語の特質に関する事項」の領域で大阪府を上回

る結果となった。

○得点別分布では「40点未満」までの区分において、大阪府の割

合よりも少ない結果となった。

○アンケート結果の肯定的な回答の割合が昨年度より増加した。

▼得点別分布では「70点～100点」までの区分において、大阪府

の割合を下回った。

▼府比の経年変化では微小ではあるが低下傾向がある。

0

20

40

60

80

100
話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

H29(1年次) H30(2年次) R1(3年次)

国語 1.002 1.000 0.996

0.920

0.940

0.960

0.980

1.000

1.020

大阪府比

大阪府

0

2

4

6

8

10

12

14

柏原市 大阪府

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

- １ -



ア：哲学

読むこと

３－１．国語科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

無回答率平均正答率三　１

5.2% 0.6%

0.4%7.1%

柏原市

大阪府

正答

ラベルの内容を読み取り、本の区分として正しいものを選択する問題である。目的に応じて複数の本を選

ぶ力が求められる。小学校で身につけた知識が、中学校３年生段階において抜け落ちている可能性が指摘

される。

授業においては、知識を活用する場面の設定、小中で統一した指導を図る必要がある。

- ２-



３－２．社会科調査結果

柏原市 大阪府

20 46.7 46.9

17 45.0 45.4

－ － －

15 39.2 40.7

4 63.2 62.0

18 49.3 48.5

30 49.5 50.2
市町村
教育委

5 43.0 40.7

2 20.8 21.4

※　○印：成果　　　▼印：課題

※平成28年度(1年次)の社会科の調査はございません。

質問番号

社会（１）

質問番号

社会（１）

令和元年度
（3年次）

　　　　質問事項

社会の授業の内容はよく分かる。

平成30年度
（2年次）

社会の授業の内容はよく分かる。

◆得点別分布の割合

問題形式

選択式

短答式

記述式

※平成29年度(1年次)の社会科の調査はございません。

評価の観点

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考･判断･表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

★同一生徒集団の経年比較（平成30年度～令和元年度）

　　　　質問事項

平均正答率(％)
柏原市 45.9
大阪府 46.2

分類 区分
対象設

問数(問)

正答率

学習指導要領の領域等
地理的分野

歴史的分野

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

0

20

40

60

80

100
地理的分野

歴史的分野

社会的な思考･判

断･表現

資料活用の技能

社会的事象につ

いての知識・理解

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○「資料活用の技能」については昨年度に引き続き、大阪府を

上回った。

○「記述式」の正答率が大阪府に近づいた。

○生徒アンケート項目の「社会の授業の内容はよく分かる」では

「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的に回

答した生徒が昨年に続き大阪府を上回った。

▼得点別分布では「75点～100点」までの区分において、大阪府

の割合を下回った。

▼低得点域への偏りがみられる。

H30(2年次) R1(3年次)

社会 0.994 0.994

0.920

0.940

0.960

0.980

1.000

1.020

大阪府比

大阪府

0

2

4

6

8

10

12

14

柏原市 大阪府

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

- ３ -



正答

３－２．社会科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

歴史的分野 ５　（４） 平均正答率 無回答率

柏原市 13.6% 0.7%

大阪府 17.7% 1.5%

カ：Z→Y→X

明治時代のできごとを年代の古い順に並べたものを選ぶ問題となっている。できごとの推移を考察する力

が求められる。授業においては、知識を組み合わせて資料から読み取れることを増やしたり、考えたことを

交流する活動をとおして、思考力、判断力、表現力を育成する必要がある。

- ４ -



３－３．数学科調査結果

柏原市 大阪府

11 57.2 57.8

9 49.8 51.5

9 47.3 46.8

5 62.0 61.3

－ － －

7 41.7 41.3

15 56.1 57.1 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立する。

12 56.0 56.1

14 59.5 59.7

18 51.2 51.8

2 21.7 22.0

※　○印：成果　　　▼印：課題

質問番号

数学（１）

質問番号

数学（１）

質問番号

数学（１）

平成30年度
（2年次）

　　　　質問事項

数学の授業の内容はよく分かる。

令和元年度
（3年次）

　　　　質問事項

数学の授業の内容はよく分かる。

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

平成29年度
（1年次）

　　　　質問事項

数学の授業の内容はよく分かる。

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

学習指導要領の領域等

数と式

図形

関数

資料の活用

平均正答率(％)
柏原市 53.0
大阪府 53.5

★同一生徒集団の経年比較（平成29年度～令和元年度）

分類 区分
対象設

問数(問)

正答率

0

20

40

60

80

100
数と式

図形

関数

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○「関数」「資料の活用」の領域等において、大阪府を上回った。

○アンケート結果の肯定的な回答の割合は３年次が最も高い。

▼同一生徒集団の経年比較（平成29年度～令和元年度）にお

いては、昨年度よりやや向上したが、府比を下回る結果となっ

た。

▼得点別分布では「70点～100点」までの区分において、大阪府

の割合を下回った。

H29(1年次) H30(2年次) R1(3年次)

数学 1.020 0.989 0.991

0.920

0.940

0.960

0.980

1.000

1.020

大阪府比

大阪府

0

2

4

6

8

10

12

14

柏原市 大阪府

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

- ５ -



（例）縦に並んでいるマッチ棒の本数は、a(b+1)となる。また、横に並んでいるマッチ棒の本数
は、b(a+1)となる。この２つの式を足すと、2ab+a+bとなる。正答

柏原市 8.5% 76.3%

大阪府 9.3% 71.8%

３－３．数学科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

数と式 ６（２）説明 平均正答率 無回答率

数学的な表現に導いた筋道について説明を求める問題である。数学的な見方や考え方が身に付いている

かどうかが求められる。立式を正答した生徒のうち、説明までできた生徒は６割以下であった。

授業では、具体的な事象を式やグラフに表したり、根拠となるものを明らかにし、筋道を立てて説明するよ

うな活動を取り入れることが必要である。

- ６ -



３－４．理科調査結果

柏原市 大阪府

8 50.1 49.2

9 39.4 39.0

9 55.9 53.3

9 51.1 49.5

－ － －

16 45.9 45.4

2 57.3 55.9 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立する。

17 51.5 49.1

22 46.4 45.9

11 54.9 51.4

2 50.6 49.3

※　○印：成果　　　▼印：課題

※平成28年度(1年次)の理科の調査はございません。

質問番号

理科（１）

質問番号

理科（１）

◆特徴的な傾向

※平成29年度(1年次)の理科の調査はございません。

令和元年度
（3年次）

　　　　質問事項

理科の授業の内容はよく分かる。

平成３０年度
（2年次）

　　　　質問事項

理科の授業の内容はよく分かる。

選択式

短答式

記述式

◆領域別等のレーダーチャート

地学的領域

評価の観点

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

★同一生徒集団の経年比較（平成30年度～令和元年度）

◆得点別分布の割合

平均正答率(％)
柏原市 49.1
大阪府 47.7

分類 区分
対象設

問数(問)

正答率

学習指導要領の領域等

物理的領域

化学的領域

生物的領域

問題形式

0

20

40

60

80

100
物理的領域

化学的領域

生物的領域

地学的領域選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○すべての分類において、大阪府を上回る結果となった。

○得点別分布では「40点未満」までの区分において、大阪

府の割合を下回った。

○同一生徒集団の経年比較（平成30年度～令和元年度）にお

いて、昨年度より向上し、府平均も上回る結果となった。

▼アンケート結果の肯定的な回答の割合が昨年度よりも減少

した。

H30(2年次) R1(3年次)

理科 0.985 1.029

0.940

0.960

0.980

1.000

1.020

1.040

大阪府比

大阪府

0

2

4

6

8

10

12

14

柏原市 大阪府

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

- ７ -



正答 ア　１２％

柏原市 20.2% 1.5%

大阪府 20.5% 1.3%

３－４．理科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

化学的領域 ３（４） 平均正答率 無回答率

水とエタノールの混合物の質量パーセント濃度を求める問題で、科学的な思考力・表現力が問われる問

題である。

授業で得た知識を日常生活の中で活用する場面を設定することや、間隔を空けて複数回活用場面を設

定することが必要である。

- ８ -



３－５．外国語（英語）科調査結果

柏原市 大阪府

11 52.3 50.7

－ － －

27 46.4 47.8

4 30.0 33.5

－ － －

4 30.0 33.5

29 46.8 47.5 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立する。

5 54.4 56.1

29 55.2 55.3

4 22.6 27.1

4 25.6 28.3

※　○印：成果　　　▼印：課題

質問番号

英語（１）

質問番号

英語（１）

質問番号

英語（１）

平成30年度
（2年次）

　　　　質問事項

英語の授業の内容はよく分かる。

令和元年度
（3年次）

　　　　質問事項

英語の授業の内容はよく分かる。

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

平成29年度
（1年次）

　　　　質問事項

英語の授業の内容はよく分かる。

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

学習指導要領の領域等

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

平均正答率(％)
柏原市 45.9
大阪府 47.0

★同一生徒集団の経年比較（平成29年度～令和元年度）

分類 区分
対象設

問数(問)

正答率
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聞くこと

読むこと

書くこと

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○学習指導要領の領域等において「聞くこと」に関して大阪府

の割合を上回った。

○2年次のアンケート結果より肯定的な回答の割合が増え、大

阪府の割合も上回った。

○同一生徒集団の経年比較（平成29年度～令和元年度）にお

いては、２年次よりも府平均に近づいた。

▼「短答式」「記述式」の問題の正答率が低いのが、課題であ

る。

▼得点別分布では、「65点以上」の区分において、大阪府の

割合を下回った。

H29(1年次) H30(2年次) R1(3年次)

英語 0.990 0.957 0.977

0.920

0.940

0.960

0.980

1.000

1.020

大阪府比

大阪府
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貴教育委員会 大阪府

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

貴教育委員会

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答
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正答 （I） gave a picture to (her)

３－５．外国語（英語）科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

書くこと ７（１） 平均正答率 無回答率

柏原市 9.1% 26.9%

大阪府 10.0% 23.6%

会話文を読み、絵を見て、下線部に指示された語数の英語を入れ、英文を完成させる問題である。絵や吹

き出し、会話の流れを理解し、指定された語数で適切な英語を入れて会話を完成させる力が問われる。

授業では、知識、技能等を実際のコミュニケーションの場面で活用する力や、状況を理解し、自分の意見

や考えを根拠を持って書く活動が必要となる。
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○教育委員会としての今後の取組み

・教員の指導力育成のために、教員が当事者意識を持ち、主体的に参加できる研
　修を企画・運営していく

・チャレンジテストの問題や結果をもとにした授業改善についての研修を進める

・効果的な研修を精選して行い、教員が子どもと向き合う時間を確保する

・優れた実践をしている教員による研修や公開授業をとおして、経験の浅い教員
　にも高い指導技術を習得できるようにする
　　　・経験年数の多い先輩教員の授業参観及び、協議に参加（年３回）
　　　・学校公開にて、授業の参観及び取組み報告会に参加（年３回）

・「書く力の育成」「書くための読む力の育成」をねらった具体的な施策の提案
　及び実施をしていく

・幼小中一貫教育をより一層推進し、系統性・連続性のある学びの研究を進める

・家庭学習習慣の定着に向けた取組みの好事例を収集し、学校や保護者に啓発し
　ていく

○学校における今後の取組み

・教員全員が指導力向上と授業改善が進むよう、校内研修や授業研究会を充実さ
　せる

・特にチャレンジテストの分析結果を、授業改善や各取組みに活かす

・教科横断的に「書く」機会を多く設け、組織的に「書く活動」の充実を図る

・チャレンジテストの分析結果について教科会等で話し合い、授業を充実させる
　（特に英語科）

・知識を組み合わせて資料から読み取れることを増やしたり、考えたことを目的
　や意図に応じて工夫して表現し、交流させる活動等を充実させる

・具体的な事象を式やグラフに表したり、根拠となるものを明らかにし、筋道を
　立てて説明するような活動を充実させる

・すべての子どもたちが主体的に取り組める課題を設定する

・知識や技能を日常生活の中で活用する場面を複数回設定できる計画を策定する

・低得点域の底上げと同時に、高得点域の伸長を図る
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～ご家庭にお願いすること～

①基本的生活習慣の定着

・決まった時間に寝起きしてリズムを意図的につくる

・体温のリズムやホルモンのバランスが崩れないよう、おおむね８時間以上の睡
　眠を取るように促す

・朝食をとるよう促す

②家庭学習習慣の定着

・発達段階に応じて家庭学習時間のめやす（学年×10分）を決める
　 ※中学第1学年生徒は、7年生とする

・毎日の宿題ができているかを確認する

③スマートフォンやゲーム等のメディアについてのルール作り

・テレビ、ゲーム、携帯電話、スマートフォン、パソコン等の使用時間や使い方
　について家庭内でよく話し合い、ルールを決める

・携帯電話やスマートフォンの使用状況について確認する
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